
情報化の進展と障害者・高齢者 
株式会社ユーディット 
同志社大学	
 関根千佳 

デジタル化が進み、情報障害者（おもに視覚・聴覚）への情報提供は、以前より格段に進

化してきている。新聞や雑誌がオンライン化され、カタログや通販もネット上でオーダー

できるようになったことで、視覚障害者や高齢者は、情報収集や買い物はもとより、オン

ラインバンキングや電子申請も可能になった。 
だが、社会の中で、「情報を作る」側に、「受け手の中には、情報障害者が存在する」とい

う認識はあるだろうか？ 
 
書籍は、最初から電子ブックも同時に作るという発想があるか？ 
映像は、最初から字幕と音声解説を入れるのが当たり前という意識があるか？ 
Webやアプリは、最初から多様なユーザーのニーズを理解して作られているか？ 
 
公的機関のWebサイトは X8341‐3のレベル AAを満たすべしというルールはあるが、こ
れを守るために、業者や行政職員はかなりの苦労をしている。さらに民間や個人のサイト

作成者は、規格の存在さえ知らないのでは？これではアクセシブルなサイトは増えない。 
 
情報発信者に、アクセシビリティやユニバーサルデザインを、「配慮でなく前提に」してい

くために、何が必要か？ 
 
政策的には以下のようなものが考えられる。 
１、	
 リハビリテーション法 508条のような、公共調達の UD義務化 
２、	
 障害者権利条約の中の第 9条「アクセシビリティ」の徹底 
３、	
 障害者差別解消法の中に「情報アクセス」を入れていくこと 
 
技術的には、「普通に作っても自動的にアクセシブルな ICTになる」機能が埋め込まれる必
要があるのでは？配慮ではなく、それを前提とした、真にユニバーサルな技術。 
 
同時に、多様性（ダイバーシティ）や UD への理解は必須。この国は、広く市民に情報を
伝えるという意味では、完全な後進国である。発信者側、ツール製作者側、受け手にも、

情報アクセスが人権であるという教育が重要である。そのためにも、増えていく高齢者や

外国人観光客を味方に付けるのが有効であり、五輪・パラリンピックは好機であると言え

る。空間における情報提示も、作成段階での UDを前提に設計がなされる必要がある。 
 



ウェブサイト提供者が抱える課題 
山田	
 肇 

ウェブサイトの目的の変化  

 初期は情報発信のためのメディア 
 その後、アクセシビリティが必須の時代に移行。アクセシビリティ義務化は潮流 
 利用者の囲い込みが重視されるようになり、ユーザビリティも必須の条件に 

 有効性：利用者は、求める情報にたどり着けなければならない 
 効率性：求める情報には、すばやくたどり着けなければならない 
 満足度：利用者は、利用の結果に満足しなければならない 

 アクセシビリティやユーザビリティは前提となり、ユーザ体験が新たなキーワードに 
 つまらぬイライラや面倒なしに、利用者のニーズを正確に満たすこと（デザイン） 
 所有する喜び、使用する喜びとなる製品を生産すること（マーケティング） 

 
東京 23区の防災情報提供に見る問題点  

 スクロール：トップページで防災情報が画面の下 
 たどりつきにくい：紛らわしいリンクが存在、深い階層に避難所情報など、低い効率 
 行政用語の混乱：「一次避難所」と「一時避難所」、「二次避難所」と「福祉避難所」 
 自動翻訳に依存して検証忘れ	
 … 
 
発注側の課題  

 アクセシビリティ、ユーザビリティ、ユーザ体験への無理解 
 発注仕様書への不十分な記載（たとえば、アクセシビリティの場合） 

×	
 アクセシビリティに配慮すること 
○	
 JIS X 8341-3:2010の等級 Aに準拠すること 

 
受注側の課題  
 対応へのコストと入札価格競争の壁 
 たとえば、すでに存在するサイトでアクセシビリティに対応するための手順とコスト 

 全体構成を設計し、ページのデザインを作成する：「一貫したナビゲーション」 
 ページ作成の元となるテンプレートを作成する：「見出し「リスト」「テーブル」 
 各ページを作成（量産）する：「非テキストコンテンツへの対応」など 

 
課題解決へのステップ  

 発注側での継続的な教育啓発 
 価格競争から総合評価方式への移行 
 それらにも増して、利用者の声を聞く、継続的な改善が重要 



「視覚障碍者の立場から情報化を考える」	
 

～当事者が求める情報とは～	
 

	
 

武者	
 圭	
 

e-mail:	
 kei@musha.biz	
 

	
 

	
 

◎初めての場所に行くとき	
 

柏市役所に行くと想定	
 

・	
 「柏市	
 市役所	
 アクセス」で検索	
 

	
 ※	
 庁舎配置が PDF のみで提供	
 

・「視覚しょうがい者のかたへ	
 （ことばの道案内）」リンクをクリック	
 

	
 ※	
 いきなり第２庁舎に案内される	
 

・道案内の第１庁舎と第２庁舎の違い	
 

	
 ※	
 ２つの案内を比べて初めて、第１庁舎が第２庁舎の奥にあるとわかる	
 

	
 

◎最近増えてきた案内ページの例	
 

・戸田市文化会館施設情報（アクセス・駐車場）	
 

	
 ※	
 Google	
 マップがあれば道順がわかると思い込んでいる	
 

	
 

◎視覚障害者用誘導システム	
 

・シグナルエイド	
 

・トーキングサイン	
 

	
 

◎視覚障害者向け ICT ナビシステム	
 

・国土交通省自律移動支援プロジェクト	
 

・銀座地区モビリティサポートモデル事業	
 

	
 ～「東京ユビキタス計画・銀座」視覚障害者移動支援実験～	
 

・最新の動向	
 

	
 清水建設と日本 IBM が超高精度ナビ開発	
 

	
 

◎視覚障害者誘導システムの原点	
 

・点字付き案内板	
 

	
 

◎当事者の望む情報	
 

・１人の全盲者の体験記から	
 

	
 

◎バリアフリーとユニバーサルデザインの違い	
 

・「ＱＯＬ」	
 

・当事者の選ぶ権利	
 



情報化の進展と障害者・高齢者 

 
～ICTのユニバーサルデザインを
どう進めるか～ 

同志社大学 政策学部  

大学院 総合政策科学研究科 

ソーシャルイノベーションコース 教授 

（株）ユーディット 会長兼シニアフェロー 

関根 千佳 

1 

ICTのUDの進展で情報アクセスは改善 

新聞や雑誌がオンラインになり情報収集可能に 

通販やECサイトの普及で買い物も楽に 

Jmoocや放送大学、VODの普及で遠隔教育も 

 

だが、それらは多様なユーザーを前提にしているか？ 

 

なぜ書籍や書類は初めからデジタルで作られない？ 

映画や放送はなぜ最初から字幕や音声解説がない？ 

Webサイトは多様なユーザーの利用を前提にしている
か？ 

2 

リハビリテーション法508条（UDしか買わない！） 
（99年制定 01年に施行） 
 

3 

政府のWebサイトや、連邦政府が新たに購入する
情報機器やソフトウェアなどは、それが過度の負
担とならない限り、電子・情報技術アクセシビリ
ティ基準を満たさなければならず、違反した場合
は提訴される。 
性別・人種などに 
続く「公民権法」
の一部として情報 
アクセスも人権 
 
 

日本に情報のUDが浸透するためには 

【政策的には】 

１、日本にもリハ法508条のようなUD調達義務化を 

２、障害者権利条約第9条「アクセシビリティ」遵守 

３、障害者差別解消法に情報アクセスを 

【技術的には】 

意識しなくとも「作ればUDになる」ツールの整備 

【意識としては】 

１、多様性（ダイバーシティ）＆ユニバーサルデザ
インへの理解と、それを前提とする社会の意識醸成 

２、2020年の五輪・パラリンピックで外国人旅行者
2000万人と高齢者3500万人を味方につける 

 

 

 

4 

これからの情報技術を考える 1 関根 千佳



5 日本生産性本部 情報化推進国民会議 少子高齢化とICT部会 資料 

参考 

参考：スローなユビキタスライフが示す未来 

誰もがUDな端末を持
つ小さな温泉町の物語 

今では製品化されたも
のを多く予測 

シニアがICTで地域に
必要とされる役割に 

2004年文理融合「やお
よろずプロジェクト」
（日立・東大・慶応・
UDIT）の成果を小説化 

 

 

6 

ＵＤを伝える 

「ユニバーサルデザイ
ンのちから」生産性出
版（ISBN 978-‐4-‐8201-‐
1935-‐7） 

新人柚衣さんの視点で
社会のUDや仕事の意
味を考える 

UDの多くの事例を物
語形式で紹介 

ご清聴ありがとうございました 

参考書籍・サイト 

株式会社ユーディットのサイトhttp://www.udit.jp/ 
 

「ユニバーサルデザインのちから」生産性出版 

「スローなユビキタスライフ」地湧社 

『「誰でも社会」へ デジタル時代のユニバーサルデザ
イン』 岩波書店 

「シニアよＩＴを持って地域にもどろう」ＮＴＴ出版 

「スマート・エイジング入門」ＮＴＴ出版 

「情報社会のユニバーサルデザイン」ＮＨＫ出版 

「ソーシャル・イノベーション」法律文化社 8 

これからの情報技術を考える 2 関根 千佳



2015年8月9日 
山田　肇

ウェブサイト提供者が抱える課題

日本福祉のまちづくり学会　研究討論会「これからの情報技術を考える」

ウェブサイトの目的の変化 

! 初期は情報発信のためのメディア 
– 発信者論理での情報発信で、利用者がサイト
を見れば「ラッキー」と思うレベル 

!  その後、アクセシビリティが必須の時代に移行 

アクセシビリティ義務化の潮流 

! 米国、英国、ドイツ、欧州連合全域、韓国、オ
ーストラリア、ニュージーランド、カナダなど、ウ
ェブアクセシビリティ義務化は世界的な潮流 

! 障害者権利条約第九条（施設及びサービスの
利用可能性）は「締約国は、障害者が自立して
生活し、及び生活のあらゆる側面に完全に参
加することを可能にすることを目的として、…
提供される他の施設及びサービスを利用する
ことができることを確保するための適当な措置
をとる。」と規定

障害者差別解消法（2016年施行予定） 

!  （第五条）行政機関等及び事業者は、社会的
障壁の除去の実施についての必要かつ合理
的な配慮を的確に行うため、自ら設置する施
設の構造の改善及び設備の整備、関係職員
に対する研修その他の必要な環境の整備に
努めなければならない。 

!  （第七条）行政機関等は、その事務又は事業
を行うに当たり、障害を理由として障害者で
ない者と不当な差別的取扱いをすることに
より、障害者の権利利益を侵害してはなら
ない。

これからの情報技術を考える 1 山田 肇



ウェブサイトの目的のさらなる変化 

! 利用者の囲い込みが重視されるようになり、
ユーザビリティも必須の条件に 

!  ユーザビリティの三要素 
– 有効性：利用者は、求める情報にたどり着
けなければならない 

– 効率性：求める情報には、すばやくたどり着
けなければならない 

– 満足度：利用者は、利用の結果に満足しな
ければならない 

ウェブサイトで発生する問題 

! 使いにくいために、効率性が悪いと評価される 
!  もっとひどいと 

– 情報にたどり着けない（有効性に問題アリ）で
満足度を満たさず、「二度と使うもんか」と利
用者が考える 

!  さらにひどいと 
–  その組織の価値そのものが問われ、訴訟を
受ける恐れがある 

マニュアルを見ないスマートフォン・タブレット 

!  いつの間にか使いこなす幼児 
! 先輩からの伝授で覚えてしまう高齢者 
! 使いやすさを最優先する設計思想の成果 

ユーザ体験が重視される時代に

!  アクセシビリティやユーザビリティは前提となり、
ユーザ体験（User Experience）が新たなキー
ワードに 
– つまらぬイライラや面倒なしに、利用者のニー
ズを正確に満たすこと（デザイン） 

– 所有する喜び、使用する喜びとなる製品を生産
すること（マーケティング） 

!  Amazonなどはユーザ体験を重視したサイト設計 

これからの情報技術を考える 2 山田 肇



東京23区の防災情報提供に見る問題点 
「地方公共団体ウェブサイトにおける防災情報提供：ユーザビリティとア
クセシビリティの観点から」情報通信学会第32回学会大会 

!  スクロール：トップページで防災情報が画面
の下。防災トップページで、避難所情報や
ハザードマップが画面の下 

!  たどりつきにくい：紛らわしいリンクが存在、深
い階層に避難所情報など、低い効率性 

! 行政用語の混乱：「一次避難所」と「一時避
難所」、「二次避難所」と「福祉避難所」。「一時
避難所」が「いっときひなんじょ」 

! 自動翻訳に依存して検証忘れ　…

外国人のアクセシビリティに非対応 

! 渋谷区の英語サイト 

発注側の課題

!  アクセシビリティ、ユーザビリティ、ユーザ体験
への無理解 

! 発注仕様書への不十分な記載（たとえば、アク
セシビリティの場合） 
!　アクセシビリティに配慮すること 
!　JIS X 8341-3:2010に対応すること 
○　JIS X 8341-3:2010の等級Aに準拠すること 

JIS X8341-3:2010「高齢者・障害者等配慮設計指針"情報通信にお
ける機器，ソフトウェア及びサービス"第3部：ウェブコンテンツ」

受注側の課題

! 対応へのコストと入札価格競争の壁 
!  たとえば、すでに存在するサイトでアクセシビ
リティに対応するための手順とコスト 
– 全体構成を設計し、ページのデザインを作
成する：「一貫したナビゲーション」など 

– ページ作成の元となるテンプレートを作成
する：「見出し「リスト」「テーブル」など

– 各ページを作成（量産）する：「非テキストコ
ンテンツへの対応」など

これからの情報技術を考える 3 山田 肇



課題解決へのステップ

! 発注側での継続的な教育啓発 
! 価格競争から総合評価方式への移行 

!  それらにも増して、利用者の声を聞く、継続的
な改善が重要 

不断の努力が必要（PDCAサイクル）

!  総務省「みんなの公共サイト運用モデル2011年版」 
!  ウェブの運用について 
モデルとなる手順を 
提示 

! 継続的な検証と 
改善で中期的には 
ユーザ体験を向上

A (Action) P (Plan)

D (Do)C (Check)

ホームページの 
現状把握と 
目標設定

目標を達成する 
ための取組み

JIS X 8341-3:2010に 
基づく試験

ウェブアクセシビリティ 
確保・維持・向上の 

PDCAサイクル

継続的な検証と 
改善の取組み

これからの情報技術を考える 4 山田 肇



視覚障碍者の立場から情報化を考える
～当事者が求める情報とは～

武者　圭
e-mail : kei@musha.biz

　　　　日本福祉のまちづくり学会　第18回全国大会（柏大会）

　　　　　これからの情報提供のニーズとシーズを考える

　　　　　～情報障害者への対策と今後の情報技術のあり方について～

　　　　主催：一般社団法人　日本福祉のまちづくり学会

　　　　日時：2015年 8月 9日(日) 09：30～11：30

　　　　会場：東京大学柏キャンパス環境棟FSホール

　　　　 　　　〒277-8568 千葉県柏市柏の葉5-1-5

2015/8/9 1 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭） 

初めての場所に行くとき　１
◆ 「柏市 市役所 アクセス」で検索

22015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/030300/p002150.html）

これからの情報技術を考える 1 武者 圭



初めての場所に行くとき　１

32015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

庁舎配置がPDFのみで提供されている

（出展　http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/030300/p002150.html）

初めての場所に行くとき　２

42015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

◆ 「視覚しょうがい者のかたへ (ことばの道案内)」リンクをクリック

（出展　http://walkingnavi.com/text_map.php?area=4&rno=528）

これからの情報技術を考える 2 武者 圭



初めての場所に行くとき　２

52015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

いきなり第二庁舎に案内される

（出展　http://walkingnavi.com/text_map.php?area=4&rno=528）

初めての場所に行くとき　３

62015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

◆「ことばの道案内」で第一庁舎も調べてみる

（出展　http://walkingnavi.com/text_map.php?area=4&rno=921）

これからの情報技術を考える 3 武者 圭



初めての場所に行くとき　３

72015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

2つの案内を比べて初めて、第一庁舎が第二庁舎の奥にあるとわかる

（出展　http://walkingnavi.com/text_map.php?area=4&rno=921）

初めての場所に行くとき　４

◆「戸田市文化会館　アクセス」で検索

82015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

Googleマップがあれば道順がわかると思い込んでいる

（出展　http://www.todacity-culturehall.jp/map.htm）

これからの情報技術を考える 4 武者 圭



視覚障害者用誘導システム　１
◆シグナルエイド　；　池野通建

92015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://www.ikeno.co.jp/fukushi/signal-aid.htm）

視覚障害者用誘導システム　１

102015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://www.ikeno.co.jp/fukushi/signal-aid.htm）

これからの情報技術を考える 5 武者 圭



視覚障害者用誘導システム　２
◆西早稲田駅から日盲連へ

112015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://walkingnavi.com/text_map.php?rno=18 ）

視覚障害者用誘導システム　２

122015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://walkingnavi.com/text_map.php?rno=18 ）

これからの情報技術を考える 6 武者 圭



視覚障害者用誘導システム　３
◆トーキングサイン　；　たけびし

132015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　http://www.takebishi.co.jp/business/products/infra/29.html）

視覚障害者用誘導システム　３

142015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　http://www.takebishi.co.jp/business/products/infra/29.html）

これからの情報技術を考える 7 武者 圭



視覚障害者向けICTナビシステム　１
◆国土交通省自律移動支援プロジェクト

152015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/jiritsu/）

視覚障害者向けICTナビシステム　１

162015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/jiritsu/）

これからの情報技術を考える 8 武者 圭



視覚障害者向けICTナビシステム　２
◆銀座地区モビリティサポートモデル事業
　「東京ユビキタス計画・銀座」視覚障害者移動支援実験

172015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/1102ginza.pdf）

視覚障害者向けICTナビシステム　２

182015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/1102ginza.pdf）

これからの情報技術を考える 9 武者 圭



視覚障害者向けICTナビシステム　２

192015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/1102ginza.pdf）

（（２２））シシスステテムムのの特特徴徴
　このシステムでは、特定の目的に特化した専用のシステムを一から構築するのではなく、位置特
定インフラとして整備されたucodeを発信する無線マーカ等の機器を活用して、視覚障害者向けの
歩行移動支援の可能性を検証します。
　また、サービスの提供にあたり、まち中の音など他の音声を遮らないで欲しいという視覚障害者
のニーズを踏まえ、利用者の耳をふさぐことなく音声を伝えることのできる骨伝導ヘッドフォンを
使用しています。

（（３３））情情報報提提供供のの対対象象者者
視覚障害者
※ 日頃、白杖を用いて屋外を単独歩行される方で、以下に該当する方としました。
・障害等級１級の全盲、弱視（明暗弁､手動弁､指数弁）
・障害等級２級の視野障害（視野３～５度以内）
・障害等級２級の視力障害（白内障疾患、強い眩しさを感じる人等で片眼の視力が0.02以下の人）

（（４４））ササーービビススのの概概要要
◆実験Ⅰ・・・目的地までの誘導案内
　目的地までの詳細な案内（ことばの道案内）を提供し、移動支援の課題や今後改善すべき点を検証し
ます。
◆実験Ⅱ・・・ランドマーク及び周辺情報
　普段歩行している慣れた経路を想定した、最小限の目印（現在位置情報等）とその周辺情報を提供し、
サービスの有用性を検証します。

視覚障害者向けICTナビシステム　３

202015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/news/15/072802490/）

これからの情報技術を考える 10 武者 圭



視覚障害者向けICTナビシステム　３

212015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/news/15/072802490/）

視覚障害者向けICTナビシステム　３

222015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

（出展　 http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/news/15/072802490/）

これからの情報技術を考える 11 武者 圭



視覚障害者誘導システムの原点
◆都営大江戸線　豊島園駅　点字付き案内板

232015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

当事者の望む情報　１
◆ １人の全盲者の体験記から
この連休、四日間仕事が休みだったので、５月６日は、尾道市内で行われた音
楽イベント、音楽と風景に、iPhoneアプリと自分の口を頼りに一人で行ってきま
した。このイベントは、尾道市内中心部の商店街を中心に、渡船乗り場や海辺
のテラスなどで、クラッシックや民族音楽、ジャズの演奏など様々なジャンルの
音楽が一日中楽しめるというものでした。これまで、到着時刻と目的地、帰りの
電車の時間まできちんと決めて、現地のガイドボランティアグループの方に２週
間くらい前にお願いしての一人旅はなんども実行したことがあったのですが、今
回は、到着時間やはっきりした目的地、帰りの時間も適当にその時に決め、あ
とは気ままに歩き回るような旅行は初めてでした。その時に使用したアプリは、
Yahoo!乗換案内、ブラインドスクエア、…iPhone標準搭載のmapアプリ、グーグ
ルマップスも使用しました。
…尾道駅に降りてすぐに、ブラインドスクエアを立ち上げ、マイプレイスに尾道
駅の位置情報を登録して、どこを歩いていても駅に戻ってこられるようにしまし
た。それから、あらかじめ調べておいたイベントの開催エリアから、駅から一番
遠いと考えた尾道浪漫珈琲尾道本店を、やはりブラインドスクエアで検索し、
ルート検索画面からiPhoneのmapを起動して、とりあえずナビに従って商店街を
１０分くらい歩いていきました。

242015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

これからの情報技術を考える 12 武者 圭



当事者の望む情報　２
◆ １人の全盲者の体験記から
最初はコンサートをやっているようなところはなく、尾道浪漫珈琲に着いてから
不安になり、あらかじめ調べておいたイベント事務局に電話をしたところ、もう
少し先に歩くようにという指示があったので、その通り、千光寺山ロープウェイ
乗り場近くまで行くと、弦楽４重奏の演奏を聴くことができました。そこで、イベ
ントエリアの紙の地図をもらい、あとは周囲の人に尋ねまわりながら、いろんな
演奏を聴きに歩き回りました。
一つコンサートが終わったら、近くの人に「次はどこのコンサートがここから近い
ですかね」とその都度尋ねました。
…10時過ぎから夕方５時くらいまで、いろんなところを歩き回りました。珍しい
楽器の演奏や、スコットランドの民族楽器、バグパイプの演奏を初めて生で聞く
ことができました。鋸の本格的な演奏も初めて聞きました。
…本当に楽しいイベントだったし、このように、細かい計画をあえて立てない、
まったりとした鉄道の旅もいいもんだなと感じて帰りました。車や自転車に注意
しながら、またこんな旅がしてみたいなと思った休日のひと時でした。

252015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

当事者の望む情報　３
◆バリアフリーとユニバーサルデザインの違い

262015/8/9 視覚障碍者の立場から情報化を考える（武者 圭）

バリアフリー

ユニバーサル
デザイン

＝

できる限り多くの人が使える

QOL*

*)QOL ; Quality Of Life

選択肢の提供
当事者の
選ぶ権利

障壁の除去

＝

ノウハウ集

これからの情報技術を考える 13 武者 圭




